






1.はじめに

アメリカでは、性行動の低年齢化によって発生する思春期の妊娠が、早くから重大な社会

問題として広く認識されてきた。1985年度統計では、15～19 才の女性のほぼ 10 人に 1人

が、1985 年の 1 年間に出産または中絶を経験していると報告されている。しかし、一方

でこのような問題の深刻化に対応するため、医療・保健・福祉あるいは教育などの分野で、

すでに多様な援助事業が展開されている。今回は、このような援助事業の中でも医療・保

険・福祉にまたがる「家族計画クリニック」の相談活動について具体的に報告する。「家

族計画クリニック」では、思春期妊娠相談の目的を以下のように定義している。

(1)望まない妊娠という危機状況下に置かれた相談者を心理的に支え、彼らがこの妊娠に

ついて自分たちの力で自分たちが納得できる決定を導き出し、具体的な行動を踏み出せる

よう援助する。

(2)この妊娠を通して、相談者が彼ら自身のセクシュアリティー(身体・心理・パートナー

との関係など)のあり方に気づき、必要ならばそれを変化させるよう援助する。


